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早稲田大学卒業、筑波大学大学院修了。Ph.D. アーサー・Ｄ・リトル 主席コンサルタントを経て現職。
主な担当領域は、経営改革／企業再生、経営戦略及び情報通信技術（ＩＣＴ）戦略策定、業務改革／組織改革、研究
開発／商品開発マネジメント、マーケティングマネジメント、ナレッジマネジメント、イノベーションマネジメント、
顧客リレーションシップマネジメント、サプライチェーンマネジメント、人材教育／人材育成、コーチング＆メンタ
リング、プロジェクト＆プログラムマネジメント、ベンチャービジネス支援等のコンサルティング。

大浦勇三：大浦総合研究所 代表 （兼「ＬＬＰモバイル」有限責任事業組合 代表）

主な著作物：
＊「イノベーション・ノート」（ＰＨＰ研究所）
＊「ＩＴプロジェクトマネジャーのためのコーチング入門」（ソフトリサーチセンター）
＊「図解 日本版ＬＬＰ／ＬＬＣまるわかり」（ＰＨＰ研究所）
＊「ＩＴ技術者キャリアアップのためのメンタリング技法」（ソフトリサーチセンター）
＊「よいコンサルタントの見分け方、かかり方」（清話会）
＊「日本のモノづくり － ５２の論点」＜共著＞（プラントメンテナンス協会）
＊「現場主導型の組織運営とスピード戦略」（日本監督士協会）
＊「図解 ナレッジ・マネジメントが見る見るわかる」（サンマーク出版）
＊「ｅコミュニティが ビジネスを変える」＜訳＞（東洋経済新報社）
＊「ナレッジ・カンパニー」（東洋経済新報社）
＊「ナレッジ・マネジメント革命」（東洋経済新報社）
＊「図解 グローバル・スタンダード革命」（東洋経済新報社）
＊「業務改革成功への情報技術活用」 （東洋経済新報社） ほか「各種ガイドブック」など

リスクマネジメント／クライシスマネジメント実践手法

＊事業継続計画（ＢＣＰ）及び事業継続管理（ＢＣＭ）を、事業戦略に沿って構築する
＊事業のステークホルダーニーズを平常時／非常時それぞれについて抽出し、評価、優先順位付けを行う
＊目指すゴールを明確にし、その達成に求められるアクション内容と具体的手立てを明示する
＊業務プロセス／アクティビティを分析し、再設計を実施する
＊必要となる業務リソースを定義し、再装備する

出前セミナー

リスクマネジメント／クライシスマネジメント実践手法の習得目的

５名以上 （原則として１日；ケーススタディ追加による日数延長可）人数・日数

原則として“貴社”場所

テキスト及び実践フォーマット集提供資料

極力ご相談に応じさせていただきます[人数・日数]費用

東京都内以外は実費精算とさせていただきます宿泊交通費

©大浦総合研究所

ステークホルダーニーズ分析

（リスク／クライシス）

業務プロセス分析

（プロセス／アクティビティ）

方針／アクションアイテム分析

（目指す方向／主要アクション）

業務リソース分析

（リソースの抽出／評価）


